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Credentialについて



コア・コンテンツ ISSB基準、サステナビリティの開示、財務分析へのサステナ
ビリティ要因の統合 

学習方法 スタディガイドを利用した自己学習。スタディガイドは、試験の申
込みの完了後、自動で送信されます。
※スタディガイドはPDF形式の学習教材で、各試験で出題されるすべての範囲を網

羅しており、復習用の練習問題とサンプル問題が含まれています。スタディガイドは
英語版のみが提供されています。

学習時間 各試験30～50時間

受験方法 各レベルにおいて2時間の試験（試験会場での対面受験また
はオンライン監督付のオンライン受験）

推奨受験者 企業関係者、投資家、外部監査人・保証実施者、コンサル
タント、学生

費用 450ドル - レベル I
650ドル - レベル II（合計1,100ドル）
※5名以上で申込みの場合、団体割引が適用されます。受験料とスタディガイドの費
用が含まれます。

ステータス付与 FSA Credential Holder

FSA Credentialの概要



厳格な2段階のクレデンシャル

• サステナビリティに関する情報を評価し、
その情報を評価に結びつけるスキルを
身につける 

• サステナビリティと財務業績の関連性を伝
える共通言語を得る

レベル I：基礎 レベル II：実務



なぜFSA Credentialを取得するのか？

1. サステナビリティ開示と分析に関する
専門知識を得る 

2. 意思決定における自信を高める

3. コミュニケーションと信頼性の改善

4.  キャリアアップの加速



FSA Credentialの受験者について
  
登録者数8,000人以上 
60カ国以上から

• 53% 北米

• 31% アジア太平洋

• 14% 欧州、中東、アフリカ

• 2%   中南米等

受験者の役職トップ3 

• 32% コンサルタント

• 21% 企業関係者

• 21% 投資専門家 



FSA Credentialの受験者について

CFA、CPA/CA/FCCA、MBA
なし

受験者の50％は10年以
上の実務経験を有する

受験者の75％は高度
な学位／資格を有する

申込みの主な2つの
理由
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"プロフェッショナル・
クレデンシャルを取得
し、その専門性を証明
する"

“サステナビリティに関
する重要性のある
（material）情報を学ぶ"



FSA Credentialカリキュラム



1. サステナビリティ開示基準の必要性

• 開示の歴史的背景、サステナビリティ開示の台頭、投資におけ
るサステナビリティの成長

2. サステナビリティ情報開示のエコシステム

• サステナビリティデータのバリュー・チェーン、サステナビリティ
の文脈における重要性（materiality）、法域間のサステナビリ
ティ情報開示

3.  IFRSサステナビリティ開示基準 
• 基準は何を達成するために設計されているのか、それを達成

するためにどのように設計されているのか、どのように開発され
たのか

4.  企業及び投資家の利用

• 質の高い開示の作成、サステナビリティ・パフォーマンスの管理
、サステナビリティが投資目標／アセットクラス全体にどのよう
に適用されているか

FSA Credentialレベル I カリキュラム 



レベル I の学習目標例

1. 投資家によるサステナビリティ情報の利用に影響を
与える要因を識別する。

2. なぜ財務会計と開示がグローバル資本市場のニーズ
に応えるために進化してきたかを認識する。

3. サステナビリティの開示がどのように発展してきた
か、また、なぜそれが一般目的財務報告の重要な要
素なのかを明らかにする。

4. グローバルな開示の文脈で「重要性 （materiality） 」

がどのように定義され、使用されているかを明らか
にする。

5. 基準設定主体及び規制当局との関係、規制上の開示
要求事項の種類、及び資本市場に対するそれらの意
味を認識する。

6. サステナビリティ情報のバリュー・チェーンを構成
する組織の役割を認識する。

7. ISSBの設立目的と、有用なサステナビリティ関連財
務情報の特徴を再確認する。

8. IFRSサステナビリティ開示基準のコア・コンテンツ
、概念的基礎、ガイダンスの情報源を再確認する。

9. SASBスタンダード及びTCFD提言の策定に当初使用
されたプロセスを含む、ISSBの基準設定プロセスを
認識する。

10. Sustainability Industry Classification System® 
(SICS® ) の意味を理解する。



例：レベル I のサンプル問題

The Sustainable Industry Classification System (SICS) 
classifies companies in an industry according to which of 
the following? 

A. Resource intensity

B. Annual revenue

C. Market capitalization

D. Customers

Which of the following is a primary purpose of required 
disclosure based on the history of regulatory reform?

A. Protecting investors 

B. Decreasing market risk 

C. Improving resource intensity

D. Improving social responsibility



1. サステナビリティ関連のリスク及び機会の識別

• 様々なサステナビリティ関連のリスク及び機会（SRRO）を理解し
、企業の状況を評価する。

2. サステナビリティ情報の比較可能性の評価

• より効果的な比較のためのデータの正規化、産業のパフォーマ
ンス分析

3. サステナビリティをパフォーマンスと評価につなげる

• SRROの性質、発生可能性、影響の度合いを評価し、サステナビ
リティ・パフォーマンス・データを財務評価に活用する。

FSA Credentialレベル II カリキュラム 



レベル II の学習目標

1. 企業の内部事業要因を評価し、その企業の産業別基
準で特定されているサステナビリティトピック の
有用な変更を判断する 。

2. 企業の外部事業環境を評価し、その企業の産業別基
準で特定されているサステナビリティトピックに対す
る有用な変更を判断する 。

3. 一般的なサステナビリティの課題、それらが企業価値
に与える典型的な影響、及びそれらが他のサステナ
ビリティの課題とどのように相互に関連したインパ
クトをもたらすかを識別する 。

4. サステナビリティの課題が企業にどのような影響を与
え得るかを、5つの要素を用いて評価する。

5. サステナビリティ情報を正規化し、同業他社との比較
や時間の経過に伴う変化に関して企業のパフォーマン
スに対する洞察を向上させるための選択肢を識別す
る 。 

6. 産業のサステナビリティ・パフォーマンスの分散に
関する情報が、企業のパフォーマンスの解釈に影響
を与えるかどうかを評価する。

7. 同業他社のサステナビリティ・パフォーマンスを、
外部の事業環境や、経営・ガバナンス上の意思決定
に照らして比較する 。

8. サステナビリティ会計の指標を、それが想定する財務
的インパクトの種類と関連付ける。 

9. SASBスタンダードの指標における企業のパフォー

マンスと、それに関連する財務的インパクトとの関
連性を評価する。

10. SASBスタンダードの指標における企業のパフォーマ
ンスを評価モデルの調整に変換する。 



例：レベル II のサンプル問題
In the context of each company’s regulatory climate, which 
normalized metric indicates that Company B faces less near-term 
risk than Company A?

A. Percentage of electric load served by smart grid technology
B. Scope 1 GHG emissions generated per MWh
C. Average electricity generated per residential customer served
D. Percentage of Scope 1 GHG emissions covered under emissions 

reporting regulation 

All else equal, what adjustment could an analyst reasonably make to 
their DCF model in response to Company B’s performance related to 
heath and nutrition?

A. Increase cost of capital
B. Increase growth projections
C. Decrease expense projections
D. Decrease book value of assets



FSA Credential試験



FSA試験

準備

• 平均的な受験者は、各試験の準備に30～
50時間を費やしています

• 各スタディガイドは、各試験の試験範囲を網
羅した学習内容となっています

• 各スタディガイドには、練習問題と自己学習
用の補助資料が付いています

• 認定教育プロバイダーによる追加の試験準
備対策の受講も可能です

• 試験はオンラインまたは対面式にて実施

• クレジットカード、請求書、現金でのお支払い
が可能です

レベル I
• 2時間

• 110問の選択式問題（90点） 
• 450ドル 

レベル II
• 2時間

• 13ミニケース

• 55問の選択式問題（47点）

• 650ドル

* 価格はUSドルで表示され、税引前の受験料です。受験者には、現地の法律や規制により税金が課される場合があります。IFRSサステナビリティ・アライアンスのメンバー及
び中低所得国の受験者には割引があります。 



グループ登録によるスタッフのレベルアップ

メリット

• 登録従業員数に応じた割引を受け
ることができる。

• 拡張されたテストカレンダーへのア
クセス 

• IFRS財団スタッフとのグループ
Q&Aセッションへの参加

5～29人の受験者：900ドル 
レベル I は400ドル、レベル II は500ドル。

* 価格はUSドルで表示され、税引前の受験料です。受験者には、現地の法律や規制により税金が課される場合があります。IFRSサステナビリティ・アライアンスのメンバー及
び中低所得国の受験者には割引があります。 

30～49人の受験者：850ドル
レベル I とレベル II をパッケージで購入した場合の合計

金額

50人以上の受験者：800ドル 
レベル I とレベル II をパッケージで購入した場合の合計
金額

18%

一人当たりのレベル I ＋レベル IIの受験料

22%

27%

割引



テストセンターまたはオンラインで受験する 

のテストセンターで受験が可
能 183ヵ国以上

または、自宅で受験すること
も可能です。



厳格な試験開発プロセス

プロセスは：

• マルチステップ（数カ月
にわたる）

• ベストプラクティスとの
整合性 

• 厳格かつデータ主導

主題専門家

トレーニング

項目執筆

項目レビュー

新たに採点対象外と
なる項目

管理データの収集
と分析

新たに採点対象とな
る可能性がある項目

継続的な分析とメ
ンテナンス

FSA 
Credential
チーム

主題専門
家

独立試験
開発者

試験は：

• 正確

• 公正

• カリキュラムの知識を確
実に評価する



その他の資料

 Download: one-page overview

 Watch an introductory webinar featuring FSA Credential holders

 Explore: pricing and registration for groups and individuals

 Download the Candidate Handbook

https://www.ifrs.org/content/dam/ifrs/products/sustainability/fsa/jp-fsa-credential-onepager.pdf
https://www.ifrs.org/content/dam/ifrs/products/sustainability/fsa/jp-fsa-credential-onepager.pdf
https://www.ifrs.org/content/dam/ifrs/products/sustainability/fsa/jp-fsa-credential-onepager.pdf
https://392942.hs-sites-eu1.com/webinar-recording-and-slides-23-july-2025-fsa-credential
https://www.ifrs.org/products-and-services/sustainability-products-and-services/fsa-credential/#10
https://sasb.ifrs.org/fsa/fsa-candidate-handbook/


合格者の声

• 「この学習によって、非財務リスクとその要因についての見解と理解が深まりました。
我々の投資分析を改善することができるでしょう。 

 - クリストファー・アイルマン、CALSTRSチーフ・インベストメント・オフィサー

 

• “FSA Credentialは、企業の法的・財務的立場に対するサステナビリティの重要性につ
いての私の理解を確固たるものにしました。...全体として、企業や利益に与える影響と
いう点で、経営陣（C-suite）がサステナビリティを実際にどのように判断しているかにつ
いて、ハイレベルな視点を与えてくれました。"

  - ホープ・コノリー、シニア・サプライチェーン・アナリスト、ギャップ社 



合格者の声

• “FSAが私に与えてくれた知識は、記事の執筆をサポートし、ブラジルのESGに関するデ
ィスカッション・コミュニティーの扉を開いてくれただけでなく、顧客の成熟度を診断し、適
切な提案をするためのコンサルティング活動においても技術的なサポートを与えてくれま
した..." 

 - フィリペ・モンテイロ、ICTSプロティビティ、内部監査＆サステナビリティ・シニア・マネジャー

 

• “私は金融サービスとポリシーの分野で20年間働いてきました。キャリアを築くため
に多くの努力を積み重ね、FSAが提供する教育を、クレデンシャルとして取得する
ことを目指しました。” 

         - サラ・アダムス、ヴァート・アセット・マネジメント共同設立者兼チーフ・サステナビリティ・オフィサー



会計の未来を受け入れよう。 
今すぐFSA Credentialを取得しよう。

FSA Credential 

FSA_Credential@ifrs.org

https://www.ifrs.org/products-and-services/sustainability-products-and-services/fsa-credential/
mailto:FSA_Credential@ifrs.org

